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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可視光波長成分と赤外波長成分とを含む照射光を原稿に照射する光源部と、上記原稿に
よって反射された上記照射光の反射光を受光して電気信号に変換することで上記原稿の画
像データである原稿画像データを生成する受光部とを備えた画像読取装置であって、
　可視光波長成分の光を遮断する可視光カットフィルタと、
　上記可視光カットフィルタを上記光源部から照射されて上記原稿によって反射し、上記
受光部に受光されるまでの上記照射光の光路に挿入した状態と上記光路から除去した状態
とに移動させるフィルタ移動部と、
　上記原稿画像データにおける画像の色を補正する色補正部と、
　上記各部の動作を制御する制御部とを備え、
　上記制御部は、
　上記光路に上記可視光カットフィルタを挿入した状態で上記光源部から原稿の少なくと
も一部に対して上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて
赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第１画像データを生成させ
る赤外光スキャン処理と、
　上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿に対して
上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて可視光波長成分
および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像データを生
成させる可視光スキャン処理と、
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　上記第２画像データにおける赤外波長成分の光の影響を除去または低減するように上記
第１画像データに基づいて上記色補正部に上記第２画像データにおける画像の色を補正さ
せる色補正処理とを行わせるように上記各部の動作を制御し、
　上記赤外光スキャン処理において、上記光源部からの照射光によって上記原稿の一部の
みを照射させて上記原稿の一部に対応する原稿画像データを上記第１画像データとして生
成させることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　上記可視光カットフィルタは、７００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の範囲内の所定値に設定
される透過下限値以下の波長の光を遮断し、上記透過下限値を超える光を透過することを
特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　上記受光部は、受光感度のピーク波長が互いに異なる複数種類の受光素子を有し、これ
ら複数種類の受光素子が上記反射光を受光して電気信号に変換した結果に基づいて上記受
光素子の種類に対応する複数の色成分からなる原稿画像データを生成するようになってお
り、
　上記色補正部は、
　上記色補正処理において、上記第１画像データにおける各画素の画素値の平均値を上記
色成分毎に算出し、上記第２画像データの各画素における各色成分の画素値から当該色成
分に対応する上記平均値を減算することを特徴とする請求項１または２に記載の画像読取
装置。
【請求項４】
　可視光波長成分と赤外波長成分とを含む照射光を原稿に照射する光源部と、上記原稿に
よって反射された上記照射光の反射光を受光して電気信号に変換することで上記原稿の画
像データである原稿画像データを生成する受光部とを備えた画像読取装置であって、
　可視光波長成分の光を遮断する可視光カットフィルタと、
　上記可視光カットフィルタを上記光源部から照射されて上記原稿によって反射し、上記
受光部に受光されるまでの上記照射光の光路に挿入した状態と上記光路から除去した状態
とに移動させるフィルタ移動部と、
　上記原稿画像データにおける画像の色を補正する色補正部と、
　上記各部の動作を制御する制御部とを備え、
　上記制御部は、
　上記光路に上記可視光カットフィルタを挿入した状態で上記光源部から原稿の少なくと
も一部に対して上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて
赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第１画像データを生成させ
る赤外光スキャン処理と、
　上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿に対して
上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて可視光波長成分
および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像データを生
成させる可視光スキャン処理と、
　上記第２画像データにおける赤外波長成分の光の影響を除去または低減するように上記
第１画像データに基づいて上記色補正部に上記第２画像データにおける画像の色を補正さ
せる色補正処理とを行わせるように上記各部の動作を制御し、
　上記受光部は、受光感度のピーク波長が赤色に対応する波長域に存在する赤色受光素子
、受光感度のピーク波長が緑色に対応する波長域に存在する緑色受光素子、および受光感
度のピーク波長が青色に対応する波長域に存在する青色受光素子を備え、上記各色の受光
素子によって変換された上記電気信号に基づいて上記各色の色成分からなる原稿画像デー
タを生成し、
　上記色補正部は、
　上記色補正処理において、上記第１画像データにおける各画素の画素値のうち赤色の色
成分についての平均値を算出し、上記第２画像データの各画素における赤色の色成分の画
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素値から赤色の色成分に対応する上記平均値を減算することを特徴とする画像読取装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の画像読取装置を備え、上記画像読取装置によっ
て補正された上記原稿画像データの出力処理を行うことを特徴とする画像データ出力処理
装置。
【請求項６】
　可視光波長成分と赤外波長成分とを含む照射光を原稿に照射する光源部と、上記原稿に
よって反射された上記照射光の反射光を受光して電気信号に変換することで上記原稿の画
像データである原稿画像データを生成する受光部とを備えた画像読取装置における画像読
取方法であって、
　上記光源部から照射されて上記原稿によって反射し、上記受光部に受光されるまでの上
記照射光の光路に可視光波長成分の光を遮断する可視光カットフィルタを挿入した状態で
上記光源部から原稿の少なくとも一部に対して上記照射光を照射し、上記受光部によって
上記原稿からの反射光を受光して赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データ
である第１画像データを生成する赤外光スキャン工程と、
　上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿に対して
上記照射光を照射し、上記受光部によって上記原稿からの反射光を受光して可視光波長成
分および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像データを
生成する可視光スキャン工程と、
　上記第２画像データにおける赤外波長成分の光の影響を除去または低減するように上記
第１画像データに基づいて上記第２画像データにおける画像の色を補正する色補正工程と
を行い、
　上記赤外光スキャン工程において、上記光源部からの照射光によって上記原稿の一部の
みを照射させて上記原稿の一部に対応する原稿画像データを上記第１画像データとして生
成することを特徴とする画像読取方法。
【請求項７】
　可視光波長成分と赤外波長成分とを含む照射光を原稿に照射する光源部と、上記原稿に
よって反射された上記照射光の反射光を受光して電気信号に変換することで上記原稿の画
像データである原稿画像データを生成する受光部とを備えた画像読取装置における画像読
取方法であって、
　上記光源部から照射されて上記原稿によって反射し、上記受光部に受光されるまでの上
記照射光の光路に可視光波長成分の光を遮断する可視光カットフィルタを挿入した状態で
上記光源部から原稿の少なくとも一部に対して上記照射光を照射し、上記受光部によって
上記原稿からの反射光を受光して赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データ
である第１画像データを生成する赤外光スキャン工程と、
　上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿に対して
上記照射光を照射し、上記受光部によって上記原稿からの反射光を受光して可視光波長成
分および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像データを
生成する可視光スキャン工程と、
　上記第２画像データにおける赤外波長成分の光の影響を除去または低減するように上記
第１画像データに基づいて上記第２画像データにおける画像の色を補正する色補正工程と
を行い、
　上記受光部は、受光感度のピーク波長が赤色に対応する波長域に存在する赤色受光素子
、受光感度のピーク波長が緑色に対応する波長域に存在する緑色受光素子、および受光感
度のピーク波長が青色に対応する波長域に存在する青色受光素子を備え、上記各色の受光
素子によって変換された上記電気信号に基づいて上記各色の色成分からなる原稿画像デー
タを生成し、
　上記色補正工程において、上記第１画像データにおける各画素の画素値のうち赤色の色
成分についての平均値を算出し、上記第２画像データの各画素における赤色の色成分の画
素値から赤色の色成分に対応する上記平均値を減算することを特徴とする画像読取方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿を読み取って原稿の画像データを生成する画像読取装置および画像読取
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、原稿を読み取って原稿の画像データを生成する画像読取装置において、原稿
の画像データを生成するための本スキャンを行う前に原稿のプレスキャンを行い、このプ
レスキャンの結果に基づいて本スキャンの処理内容や読み取った画像データに対する画像
処理の内容を制御する技術が提案されている。
【０００３】
　また、特許文献１には、平版印刷と凹版印刷とが行なわれている印刷物の印刷品質を検
査する検査装置において、凹版印刷パターンの位置が多少ずれて印刷されても凹版印刷パ
ターンに欠けや余分なインクのしみなどがなければ正常な印刷物として判定できるように
するために、光源の照明による印刷物からの反射光のうち近赤外線域の光のみを抽出して
近赤外線域情報を取得し、予め作成しておいた正常な印刷物についての基準パターンと照
合することによって平版印刷パターンを無視して印刷品質を検査することが記載されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－１６２２９４号公報（平成５年６月２９日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、従来の画像読取装置では、見た目には同じ色味に見える原稿であっても、用
紙の種類によって読み取られた画像データの色味が異なってしまう場合がある。図５は、
人間の目にはほぼ同じに見える画像が形成された、用紙の種類が異なる２つの原稿を同じ
画像読取装置で読み取った場合のＲ，Ｇ，Ｂの各信号値の例を示すグラフである。
【０００６】
　このような問題が生じる理由について本願発明者らが検討した結果、画像読取装置に備
えられる受光素子が近赤外波長域（赤外波長域および赤外波長域と可視波長域との境界領
域を含む波長域であり、人間の目には視認されないか、あるいはほとんど視認されない波
長域）に受光感度を有しているためであることがわかった。
【０００７】
　この点について、図６（ａ）および図６（ｂ）を参照しながら説明する。図６（ａ）は
、画像読取装置に受光素子として備えられるＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）の各色に対応
するＣＣＤ素子の分光感度特性を示すグラフである。なお、縦軸は原稿への照射光におけ
る各波長成分の強度を１とした場合のＣＣＤ素子の当該波長成分についての受光強度を示
しており、横軸は波長を示している。図６（ｂ）は、上述した用紙の種類が異なる２つの
原稿からの反射光を、可視光カットフィルタを介して受光素子に入射させた場合の受光素
子に入射する光（近赤外光）の光量を示すグラフである（なお、このグラフは本願発明者
らの検討結果に基づいて作成されたものであって公知のものではない）。図６（ａ）に示
すように、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色に対応するＣＣＤ素子の受光感度のピークはこれら各色に対
応する波長域に存在するが、当該波長域だけでなく近赤外波長域にも受光感度を有してい
る。特に、ＲのＣＣＤ素子は近赤外波長域の受光感度が他の色のＣＣＤ素子に比べて高い
。
【０００８】
　また、近赤外波長域の光に対する反射／吸収特性は用紙の種類毎（例えば光沢度等の特
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性毎）に異なるので、近赤外波長域の波長成分を含む光を用紙に照射した場合に用紙によ
って反射される近赤外波長域の光（近赤外光）の強度は用紙の種類毎に異なる。
【０００９】
　このため、人間の目には同じ色味に見える原稿であっても、用紙の種類に応じて読み取
られた画像データの色味が異なってしまう。
【００１０】
　この問題を解決するために、光源から原稿に照射され、原稿で反射されて受光素子で受
光されるまでの光路中に近赤外波長域の光を遮断する赤外フィルタを挿入することが考え
られる（この構成は本願発明者らが想定した構成であり公知の構成ではない）。しかしな
がら、この構成では、赤外フィルタによって可視波長域の光を遮断することなく近赤外波
長域の光のみを完全に遮断することが困難なため、画質の低下を伴うことなく近赤外波長
域の光の影響のみを除去することができない。
【００１１】
　また、Ｒ，Ｇ，Ｂの受光素子とは別に近赤外波長域の光を受光する受光素子（Ｉｒの受
光素子）を設け、このＩｒの受光素子の受光結果に応じてＲ，Ｇ，Ｂの受光素子の受光結
果を補正することが考えられる（この構成は本願発明者らが想定した構成であり公知の構
成ではない）。しかしながら、この構成では、Ｉｒの受光素子による近赤外波長域の光の
受光感度とＲ，Ｇ，Ｂの受光素子による近赤外波長域の光の受光感度とが異なることから
、Ｒ，Ｇ，Ｂの受光素子による受光結果を正確に補正することができない。また、Ｒ，Ｇ
，Ｂの受光素子とは別にＩｒの受光素子を設ける必要があるので、読取解像度の低下、お
よび装置コストの増大を招いてしまう。
【００１２】
　本発明は、上記の問題点に鑑みて成されたものであり、その目的は、用紙の種類によら
ず、人間の目に感じられる原稿の色味により近い原稿画像データを取得することのできる
画像読取装置および画像読取方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の画像読取装置は、上記の課題を解決するために、可視光波長成分と赤外波長成
分とを含む照射光を原稿に照射する光源部と、上記原稿によって反射された上記照射光の
反射光を受光して電気信号に変換することで上記原稿の画像データである原稿画像データ
を生成する受光部とを備えた画像読取装置であって、可視光波長成分の光を遮断する可視
光カットフィルタと、上記可視光カットフィルタを上記光源部から照射されて上記原稿に
よって反射し、上記受光部に受光されるまでの上記照射光の光路に挿入した状態と上記光
路から除去した状態とに移動させるフィルタ移動部と、上記原稿画像データにおける画像
の色を補正する色補正部と、上記各部の動作を制御する制御部とを備え、上記制御部は、
上記光路に上記可視光カットフィルタを挿入した状態で上記光源部から原稿の少なくとも
一部に対して上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて赤
外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第１画像データを生成させる
赤外光スキャン処理と、上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光
源部から原稿に対して上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光
させて可視光波長成分および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データであ
る第２画像データを生成させる可視光スキャン処理と、上記第２画像データにおける赤外
波長成分の光の影響を除去または低減するように上記第１画像データに基づいて上記色補
正部に上記第２画像データにおける画像の色を補正させる色補正処理とを行わせるように
上記各部の動作を制御することを特徴としている。
【００１４】
　上記の構成によれば、可視光波長成分の光を遮断する可視光カットフィルタと、上記可
視光カットフィルタを上記光源部から照射されて上記原稿によって反射し、上記受光部に
受光されるまでの上記照射光の光路に挿入した状態と上記光路から除去した状態とに移動
させるフィルタ移動部と、上記原稿画像データにおける画像の色を補正する色補正部と、
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上記各部の動作を制御する制御部とを備えている。そして、上記制御部は、上記光路に上
記可視光カットフィルタを挿入した状態で上記光源部から原稿の少なくとも一部に対して
上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて赤外波長成分の
光の受光結果に対応する原稿画像データである第１画像データを生成させる赤外光スキャ
ン処理と、上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿
に対して上記照射光を照射させ、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて可視光
波長成分および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像デ
ータを生成させる可視光スキャン処理と、上記第２画像データにおける赤外波長成分の光
の影響を除去または低減するように上記第１画像データに基づいて上記色補正部に上記第
２画像データにおける画像の色を補正させる色補正処理とを行わせるように上記各部の動
作を制御する。これにより、可視光スキャン処理で取得した可視光画像データから人間の
目には視認されない（あるいは視認されにくい）赤外波長の光の影響を除去することがで
きる。したがって、原稿の用紙の種類によらず、人間の目に感じられる原稿の色味により
近い原稿画像データを取得することができる。
【００１５】
　なお、上記可視光カットフィルタは、７００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の範囲内の所定値
に設定される透過下限値以下の波長の光を遮断し、上記透過下限値を超える光を透過する
構成であってもよい。
【００１６】
　人間の目で視認することのできる波長の上限値には個人差があるが、概ね７００ｎｍ以
上８００ｎｍ以下の範囲内である。したがって、上記の構成によれば、可視光スキャン処
理で取得した可視光画像データから人間の目には視認されない（あるいは視認されにくい
）赤外波長の光の影響を適切に除去できる。
【００１７】
　また、上記制御部は、上記赤外光スキャン処理において、上記光源部からの照射光によ
って上記原稿の一部のみを照射させて上記原稿の一部に対応する原稿画像データを上記第
１画像データとして生成させる構成としてもよい。
【００１８】
　原稿による赤外光の反射特性は、一般に、原稿の用紙の種別に依存し、原稿の画像を形
成する色材にはほとんど依存しない。したがって、上記構成のように、原稿の一部のみを
照射した結果に基づいて第１画像データを生成する構成にしても、可視光スキャン処理で
取得した可視光画像データから人間の目には視認されない（あるいは視認されにくい）赤
外波長の光の影響を適切に除去できる。また、原稿の全体を照射した結果に基づいて第１
画像データを生成する構成に比べて、赤外光スキャン処理および色補正処理に要する時間
を短縮するとともに、色補正処理における演算負荷を軽減できる。
【００１９】
　また、上記受光部は、受光感度のピーク波長が互いに異なる複数種類の受光素子を有し
、これら複数種類の受光素子が上記反射光を受光して電気信号に変換した結果に基づいて
上記受光素子の種類に対応する複数の色成分からなる原稿画像データを生成するようにな
っており、上記色補正部は、上記色補正処理において、上記第１画像データにおける各画
素の画素値の平均値を上記色成分毎に算出し、上記第２画像データの各画素における各色
成分の画素値から当該色成分に対応する上記平均値を減算する構成としてもよい。
【００２０】
　受光感度のピーク波長が互いに異なる複数種類の受光素子を備える構成では、一般に、
各受光素子における赤外波長域の光の感度特性が種類毎に異なる。これに対して、上記の
構成によれば、各受光素子における赤外波長域の光の感度特性に応じて第２画像データを
適切に補正することができる。
【００２１】
　また、上記受光部は、受光感度のピーク波長が赤色に対応する波長域に存在する赤色受
光素子、受光感度のピーク波長が緑色に対応する波長域に存在する緑色受光素子、および
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受光感度のピーク波長が青色に対応する波長域に存在する青色受光素子を備え、上記各色
の受光素子によって変換された上記電気信号に基づいて上記各色の色成分からなる原稿画
像データを生成し、上記色補正部は、上記色補正処理において、上記第１画像データにお
ける各画素の画素値のうち赤色の色成分についての平均値を算出し、上記第２画像データ
の各画素における赤色の色成分の画素値から赤色の色成分に対応する上記平均値を減算す
る構成としてもよい。
【００２２】
　赤色、緑色、および青色に対応する受光素子をそれぞれ備える構成では、一般に、赤色
の受光素子における赤外波長域の光の感度特性が緑色および青色の受光素子における赤外
波長域の光の感度特性よりも高い。このため、上記の構成によれば、第２画像データにお
いて赤外波長域の光の影響が最も強く現れる赤色の色成分を補正することにより、可視光
スキャン処理で取得した可視光画像データから人間の目には視認されない（あるいは視認
されにくい）赤外波長の光の影響を適切に除去できる。また、各色成分を補正する場合に
比べて演算負荷を軽減できる。
【００２３】
　なお、上記出力処理は、例えば、画像データに応じた画像を記録材上に印刷する印刷処
理であってもよく、画像データに応じた画像を表示装置に表示させる表示処理であっても
よく、画像データを他の装置に送信する送信処理であってもよく、画像データを所定の記
憶先に記憶させるファイリング処理であってもよい。
【００２４】
　上記の構成によれば、原稿の用紙の種類によらず、人間の目に感じられる原稿の色味に
より近い原稿画像データの取得することができる。また、元の原稿により近い色味の画像
を出力することができる。
【００２５】
　本発明の画像読取方法は、可視光波長成分と赤外波長成分とを含む照射光を原稿に照射
する光源部と、上記原稿によって反射された上記照射光の反射光を受光して電気信号に変
換することで上記原稿の画像データである原稿画像データを生成する受光部とを備えた画
像読取装置における画像読取方法であって、上記光源部から照射されて上記原稿によって
反射し、上記受光部に受光されるまでの上記照射光の光路に可視光波長成分の光を遮断す
る可視光カットフィルタを挿入した状態で上記光源部から原稿の少なくとも一部に対して
上記照射光を照射し、上記受光部によって上記原稿からの反射光を受光して赤外波長成分
の光の受光結果に対応する原稿画像データである第１画像データを生成する赤外光スキャ
ン工程と、上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿
に対して上記照射光を照射し、上記受光部によって上記原稿からの反射光を受光して可視
光波長成分および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像
データを生成する可視光スキャン工程と、上記第２画像データにおける赤外波長成分の光
の影響を除去または低減するように上記第１画像データに基づいて上記第２画像データに
おける画像の色を補正する色補正工程とを行うことを特徴としている。
【００２６】
　上記の方法によれば、可視光スキャン工程で取得した可視光画像データから人間の目に
は視認されない（あるいは視認されにくい）赤外波長の光の影響を除去することができる
。したがって、原稿の用紙の種類によらず、人間の目に感じられる原稿の色味により近い
原稿画像データを取得することができる。
【発明の効果】
【００２７】
　以上のように、本発明の画像読取装置は、上記光路に上記可視光カットフィルタを挿入
した状態で上記光源部から原稿の少なくとも一部に対して上記照射光を照射させ、上記受
光部に上記原稿からの反射光を受光させて赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画
像データである第１画像データを生成させる赤外光スキャン処理と、上記光路から上記可
視光カットフィルタを除去した状態で上記光源部から原稿に対して上記照射光を照射させ
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、上記受光部に上記原稿からの反射光を受光させて可視光波長成分および赤外波長成分の
光の受光結果に対応する原稿画像データである第２画像データを生成させる可視光スキャ
ン処理と、上記第２画像データにおける赤外波長成分の光の影響を除去または低減するよ
うに上記第１画像データに基づいて上記色補正部に上記第２画像データにおける画像の色
を補正させる色補正処理とを行う。
【００２８】
　また、本発明の画像読取方法は、上記照射光または上記反射光の光路に可視光波長成分
の光を遮断する可視光カットフィルタを挿入した状態で上記光源部から原稿の少なくとも
一部に対して上記照射光を照射し、上記受光部によって上記原稿からの反射光を受光して
赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データである第１画像データを生成する
赤外光スキャン工程と、上記光路から上記可視光カットフィルタを除去した状態で上記光
源部から原稿に対して上記照射光を照射し、上記受光部によって上記原稿からの反射光を
受光して可視光波長成分および赤外波長成分の光の受光結果に対応する原稿画像データで
ある第２画像データを生成する可視光スキャン工程と、上記第２画像データにおける赤外
波長成分の光の影響を除去または低減するように上記第１画像データに基づいて上記第２
画像データにおける画像の色を補正する色補正工程とを行う。
【００２９】
　それゆえ、原稿の用紙の種類によらず、人間の目に感じられる原稿の色味により近い原
稿画像データを取得することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施形態にかかる画像形成装置における画像読取時の処理の流れを示
すフローチャートである。
【図２】本発明の一実施形態にかかる画像形成装置の概略構成を示す断面模式図である。
【図３】図２に示した画像形成装置の機能ブロック図である。
【図４】（ａ）～（ｃ）は、図2に示した画像形成装置に備えられる画像入力装置の概略
構成を示す模式図である。
【図５】人間の目にはほぼ同じに見える画像が形成された、用紙の種類が異なる２つの原
稿を従来の画像読取装置で読み取った場合のＲ，Ｇ，Ｂの各信号値の例を示すグラフであ
る。
【図６】（ａ）は、従来の画像読取装置に備えられるＲ，Ｇ，Ｂの各色に対応する受光素
子の分光感度特性の一例を示すグラフである。（ｂ）は、人間の目にはほぼ同じに見える
画像が形成された、用紙の種類が異なる２つの原稿を可視光カットフィルタを介して受光
素子に入射させた場合の受光素子に入射する光の光量を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　　（１－１．画像形成装置１０の全体構成）
　図２は本実施形態にかかる画像形成装置１０の概略構成を示す模式図であり、図３は画
像形成装置（画像読取装置、画像データ出力処理装置）１０のブロック図である。
【００３２】
　図２および図３に示すように、画像形成装置１０は、画像入力装置１００、画像処理装
置２００、画像出力装置（画像出力部）３００、制御部４００、および操作パネル５００
を備えている。なお、図３に示したように、必要に応じて画像形成装置１０に周辺装置６
００を装着してもよい。周辺装置６００としては、例えば、画像出力装置３００に供給す
る記録材を収容する給紙装置、画像出力装置３００によって画像形成された記録材に対し
てステープル処理、仕分け処理、パンチ穴開け処理、製本処理等の後処理を施す後処理装
置などが挙げられる。
【００３３】
　制御部４００は、演算部４０１と記憶部４０２とを備えており、画像形成装置１０に備
えられる各装置、すなわち画像入力装置１００、画像処理装置２００、画像出力装置３０
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０、および操作パネル５００に備えられる各部の動作を制御する。なお、画像形成装置１
０に周辺装置６００が装着されている場合には、制御部４００は周辺装置６００に備えら
れる周辺装置制御部６０１に制御信号を送り、周辺装置６００の動作を制御する。
【００３４】
　記憶部４０２は、操作パネル５００を介してユーザーから入力される各種コマンドや設
定値、画像形成装置１０の内部に配置される各種センサの検知結果、画像形成装置１０に
設けられる各装置の動作を制御するための各種設定値およびデータテーブル、各種制御を
実行するためのプログラムなどを記憶するものである。記憶部４０２としては、この分野
で常用される各種記憶手段、例えば、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセ
スメモリ（ＲＡＭ）、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）などを用いることができる。
【００３５】
　演算部４０１は、記憶部４０２に記憶されている各種情報および各種制御を実施するた
めのプログラムを取り出して演算処理や判定処理を行い、これらの処理結果に基づいて画
像形成装置１０が備える各装置に制御信号を送って各装置の動作を制御する。なお、演算
部４０１は、例えば、中央演算処理装置（ＣＰＵ：Central Processing Unit）を備える
マイクロコンピュータ、マイクロプロセッサなどによって実現される処理回路である。
【００３６】
　画像入力装置１００は、図２に示したように、画像出力装置３００が収容される筐体の
上面に備えられており、原稿を読み取ってこの原稿の画像データを取得するものである。
画像入力装置１００にて読み取られた原稿の画像データは、画像処理装置２００へと送ら
れて所定の画像処理が施される。
【００３７】
　なお、画像入力装置１００は、光源から出射されて原稿で反射された光が受光素子に到
達するまでの光路に可視光カットフィルタを挿入した状態で上記原稿からの反射光をＲ，
Ｇ，Ｂの各受光素子（赤色受光素子、緑色受光素子、青色受光素子）で受光する赤外光ス
キャン処理と、可視光カットフィルタを挿入しない状態で上記原稿からの反射光をＲ，Ｇ
，Ｂの各受光素子で受光する可視光スキャン処理とを行い、これら各スキャン処理で取得
した画像データをそれぞれ画像処理装置２００に出力するようになっている。画像入力装
置１００の詳細については後述する。
【００３８】
　画像処理装置２００は、画像出力装置３００が原稿を読み取って取得した画像データに
対して、近赤外波長域の光の影響を除去するための画像処理、および画像出力装置３００
における印刷処理に適した画像データにするための画像処理を施すものである。また、図
３に示したように、画像処理装置２００は、Ａ／Ｄ変換部２０１、シェーディング補正部
２０２、領域分離処理部２０３、入力階調補正部（画像データ補正部）２０４、色補正部
（画像データ補正部）２０５、空間フィルタ処理部２０６、拡大縮小処理部２０７、およ
び中間調処理部２０８を備えている。
【００３９】
　Ａ／Ｄ変換部２０１は、画像入力装置１００から入力されたＲＧＢのアナログ信号をデ
ジタル信号に変換してシェーディング補正部２０２に出力する。
【００４０】
　シェーディング補正部２０２は、Ａ／Ｄ変換部２０１から送られてきた原稿画像データ
に対して、画像入力装置１００の照明系、結像系、撮像系で生じる各種の歪みを取り除く
処理を施し、領域分離処理部２０３に出力する。
【００４１】
　領域分離処理部２０３は、シェーディング補正部２０２から入力される原稿画像データ
中の各画素を黒文字領域、色文字領域、網点領域、印画紙写真（連続階調領域）領域の何
れかに分離する。なお、領域分離処理の方法は特に限定されるものではなく、従来から公
知の方法を用いることができる。また、領域分離処理部２０３は、分離結果に基づき、画
素がどの領域に属しているかを示す領域識別信号を、空間フィルタ処理部２０６および中
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間調処理部２０８に出力するとともに、シェーディング補正部２０２から入力された原稿
画像データをそのまま入力階調補正部２０４に出力する。空間フィルタ処理部２０６およ
び中間調処理部２０８では、領域分離処理部２０３から入力される領域識別信号に基づい
て各領域に適した処理が行われる。なお、領域分離処理の方法は特に限定されるものでは
なく、従来から公知の種々の方法を用いることができる。
【００４２】
　入力階調補正部２０４は、領域分離処理部２０３から入力された画像データに対して、
カラーバランスを整えると同時に、濃度信号など画像処理装置２００において採用されて
いる画像処理システムの扱い易い信号に変換する処理を施す。また、下地濃度の除去やコ
ントラストなどの画質調整処理を行う。また、入力階調補正部２０４は、上記の各処理を
施した原稿画像データを色補正部２０５に出力する。
【００４３】
　なお、Ａ／Ｄ変換部２０１、シェーディング補正部２０２、領域分離処理部２０３、お
よび入力階調補正部２０４は、画像入力装置１００が赤外光スキャン処理で取得した画像
データ（画像データＳ１、第１画像データ）および可視光スキャン処理で取得した画像デ
ータ（画像データＳ２、第２画像データ）のそれぞれに対して上述の各処理を施す。
【００４４】
　色補正部２０５は、画像データＳ２から画像データＳ１の影響を差し引く処理（色補正
処理）、および上記減算後の画像データに対してＣＭＹＫ（Ｃ：シアン、Ｍ：マゼンタ、
Ｙ：イエロー、Ｋ：ブラック）信号からなる原稿画像データに変換するとともに色再現性
を高める処理（色補正処理）を行う。また、色補正部２０５は、色補正後の原稿画像デー
タを空間フィルタ処理部２０６に出力する。
【００４５】
　なお、色補正部２０５は、画像データＳ２から画像データＳ１の影響を差し引く処理を
行う際、画像データＳ１における１画素当たりの画素値（近赤外光の受光量に応じた値）
の平均値をＲ，Ｇ，Ｂの色成分毎に算出し、画像データＳ２の各画素におけるＲ，Ｇ，Ｂ
の各色成分の画素値から当該色成分に対応する上記平均値を減算する。
【００４６】
　空間フィルタ処理部２０６は、色補正部２０５から入力されるＣＭＹＫ信号からなる原
稿画像データに対して、領域識別信号を基にデジタルフィルタによる空間フィルタ処理（
強調処理および／または平滑化処理）を行い、空間周波数特性を補正する。これにより、
出力画像のぼやけや粒状性劣化を軽減することができる。また、空間フィルタ処理部２０
６は、空間フィルタ処理を施したＣＭＹＫ信号からなる原稿画像データを拡大縮小処理部
２０７に出力する。
【００４７】
　拡大縮小処理部２０７は、空間フィルタ処理部２０６から入力されるＣＭＹＫ信号から
なる原稿画像データの画像サイズを制御部４００からの指示に応じたサイズに拡大あるい
は縮小し、中間調処理部２０８に出力する。
【００４８】
　中間調処理部２０８は、拡大縮小処理部２０７から入力される原稿画像データに対して
、この画像データに応じた画像を画像出力装置３００において用紙等の記録材に出力する
ための出力γ補正処理、および画像データを画素に分離してそれぞれの階調を再現できる
ように処理する階調再現処理（中間調生成処理）を施す。
【００４９】
　画像処理装置２００において上述した各処理が施された画像データは、一旦、図示しな
いメモリに記憶されたのち、所定のタイミングで読み出されて画像出力装置３００に出力
される。
【００５０】
　なお、上記の説明では、Ａ／Ｄ変換部２０１、シェーディング補正部２０２、領域分離
処理部２０３、入力階調補正部２０４、色補正部２０５、空間フィルタ処理部２０６、拡
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大縮小処理部２０７、および中間調処理部２０８が原稿画像データを次段の処理部に順次
転送していくものとしている。しかしながら、これに限らず、必要に応じて、原稿画像デ
ータを図示しないメモリに一旦格納し、所定のタイミングで読み出して次段の処理部に入
力するようにしてもよい。領域識別信号および正反射比率を示す信号についても同様に、
メモリに一旦格納し、所定のタイミングで読み出されて所定の処理部に入力されるように
してもよい。上記メモリとしては、例えばランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）やハードデ
ィスクドライブ（ＨＤＤ）などを用いることができる。
【００５１】
　画像出力装置３００は、画像処理装置２００から入力される画像データに応じた画像を
記録材上に形成（印刷）する。
【００５２】
　なお、画像出力装置３００の構成は特に限定されるものではないが、本実施形態では、
電子写真方式のものを採用している。具体的には、画像出力装置３００は、図２に示した
ように、給紙トレイ８１、手差し給紙トレイ８２、ピックアップローラ１１ａ，１１ｂ、
搬送ローラ１２ａ，１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ、画像形成ユニット２０ｃ，２０ｍ，２０ｙ
，２０ｋ、中間転写装置６、２次転写ローラ１４、および定着装置７を備えている。
【００５３】
　記録材搬送処理部３０１は、ピックアップローラ１１ａ，１１ｂ、搬送ローラ１２ａ，
１２ｂ，１２ｃ，１２ｄ等の動作を制御し、給紙トレイ８１または手差し給紙トレイ８２
に載置された記録材、あるいは定着装置７による定着処理が行われた後、表裏を反転させ
た記録材を２次転写ローラ１４と中間転写装置６との対向部に搬送し、この対向部でトナ
ー像が転写された記録材を定着装置７に搬送し、定着処理後の記録材を排紙トレイ８３に
排出させる。
【００５４】
　画像形成処理部３０２は、画像形成ユニット２０ｃ，２０ｍ，２０ｙ，２０ｋ、中間転
写装置６、および２次転写ローラ１４の動作を制御し、画像データに応じたトナー像を形
成して記録材に転写させる。
【００５５】
　画像形成ユニット２０ｃ，２０ｍ，２０ｙ，２０ｋは、画像データに応じて、それぞれ
シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックのトナー像を生成するものであり、これら各画像
形成ユニットは使用するトナーの色が異なる以外は略同様の構成を有している。すなわち
、各画像形成ユニットは、感光体ドラム３と、感光体ドラム３の表面を均一に帯電する帯
電器５と、帯電された感光体ドラム３の表面に当該画像形成ユニットに対応する色の画像
データに応じた光を照射して感光体ドラム３の表面に静電潜像を形成する光走査ユニット
１と、感光体ドラム３の表面に形成された静電潜像を当該画像形成ユニットに対応する色
のトナーを用いて現像する現像装置２と、感光体ドラム３から後述する中間転写ベルト９
１に転写されずに感光体ドラム３の表面に残留したトナーを除去するクリーニング装置４
とを備えている。
【００５６】
　中間転写装置６は、支持ローラ９２，９３と、これら各支持ローラに懸架されて回転駆
動される中間転写ベルト９１と、中間転写ベルト９１を介して各感光体ドラム３にそれぞ
れ対向するように配置された転写ローラ９４とを備えている。各転写ローラ９４には、感
光体ドラム３の表面に形成されたトナー像の帯電極性とは逆極性の電圧が印加され、それ
によって感光体ドラム３の表面に形成された各色のトナー像が中間転写ベルト９１上に重
ね合わせて転写されるようになっている。また、中間転写ベルト９１上に転写されたトナ
ー像は、この中間転写ベルト９１の回転によって２次転写ローラ１４との対向部に搬送さ
れる。
【００５７】
　２次転写ローラ１４と中間転写ベルト９１との間には、中間転写ベルト９１上のトナー
像が２次転写ローラ１４との対向部に搬送されるのに同期して、トナー像の転写対象とな
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る記録材が搬送される。つまり、２次転写ローラ１４と中間転写ベルト９１との間には、
（１）給紙トレイ８１からピックアップローラ１１ａによって抽出されて搬送ローラ１２
ａ、レジストローラ１３等を介して搬送された記録材、（２）手差し給紙トレイ８２から
ピックアップローラ１１ｂによって抽出されて搬送ローラ１２ａ、レジストローラ１３等
を介して搬送された記録材、あるいは（３）後述する定着装置７による定着処理が行われ
た後、搬送ローラ１２ｄによるスイッチバックによって表裏を反転され、搬送ローラ１２
ｃ，１２ｄ、レジストローラ１３等を介して再搬送された記録材が搬送される。また、２
次転写ローラ１４にはトナーの帯電極性とは逆極性の高電圧が印加され、それによって中
間転写ベルト９１上のトナー像が記録材に２次転写される。
【００５８】
　定着処理部３０３は、定着装置７の動作を制御して記録材上に転写されたトナー像をこ
の記録材に定着させる。つまり、２次転写ローラ１４と中間転写ベルト９１との対向部に
おいてトナー像が転写された記録材は定着装置７に搬送され、定着装置７によってトナー
像を記録材に定着させる定着処理が行われる。
【００５９】
　なお、画像出力装置３００の構成は電子写真方式の画像形成装置に限るものではなく、
例えばインクジェット方式の画像形成装置などを用いてもよい。
【００６０】
　操作パネル５００は、ユーザーからの指示入力を受け付けて制御部４００に伝達する入
力部５０２と、ユーザーに呈示する各種情報を表示するための表示部５０１とを備えてい
る。表示部５０１は、例えば液晶ディスプレイなどによって構成され、入力部５０２は例
えば各種設定ボタンなどよって構成される。なお、表示部５０１の機能と入力部５０２の
機能とを一体化させたタッチパネルを操作パネル５００に備えてもよい。
【００６１】
　　（１－２．画像入力装置１００の構成）
　次に、画像入力装置１００の構成について、図３および図４（ａ）～図４（ｃ）を参照
しながら説明する。
【００６２】
　図４（ａ）は画像入力装置１００の断面図である。この図に示すように、画像入力装置
１００は、透明ガラスからなる原稿台としての原稿載置台５１と、この原稿載置台５１上
へ自動的に原稿を供給搬送するための原稿カバーとしてのＤＳＰＦ（Duplex Single Pass
 Feeder；両面対応自動原稿送り装置）５２と、原稿載置台５１上に載置された原稿の画
像を走査して読み取るためのスキャナユニット（原稿画像読み取りユニット）５０とを備
えている。また、図３に示したように、画像入力装置１００は、ＤＳＰＦ５２の動作を制
御する原稿搬送制御部１０１と、スキャナユニット５０の動作を制御するスキャナ制御部
１０２とを備えている。また、スキャナ制御部１０２は、光源制御部１０３、走査制御部
１０４、受光制御部１０５、およびフィルタ制御部１０６を備えている。
【００６３】
　ＤＳＰＦ５２は、原稿トレイ（図示せず）を備えており、この原稿トレイ上にセットさ
れた複数枚の原稿を１枚ずつ自動的に原稿載置台５１上へ給送する装置である。ＤＳＰＦ
５２は、ユーザーの選択に応じて原稿の片面又は両面をスキャナユニット５０に読み取ら
せるように、片面原稿のための搬送経路、両面原稿のための搬送経路、搬送経路切り替え
手段、および各部を通過する原稿の状態を把握し管理するセンサ群を備えている。そして
、制御部４００が、記憶部４０２に記憶している各種プログラムや制御情報、操作パネル
５００を介して入力されるユーザーからの指示、および上記センサ群の検知結果等に基づ
いて原稿搬送制御部１０１に制御命令を送り、原稿搬送制御部１０１がこの制御命令に基
づいてＤＳＰＦ５２の各部の動作を制御するようになっている。ＤＳＰＦ５２については
、従来から多くの出願、商品化がなされているので、これ以上の説明は省略する。
【００６４】
　スキャナユニット（受光部）５０は、原稿面上を露光する光源（ランプリフレクターア
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センブリ、光源部）６２と、原稿からの反射光像をＣＣＤ素子（受光素子、光電変換素子
）６４に導くための原稿からの反射光を反射する第１反射ミラー（光学素子）６３ａおよ
び第４反射ミラー６３ｅを搭載してなる第１走査ユニット６０ａと、第１反射ミラー６３
ａからの反射光像を上記ＣＣＤ素子６４に導くための第２反射ミラー６３ｂおよび第３反
射ミラー６３ｃを搭載してなる第２走査ユニット６０ｂと、第３反射ミラー５３ｃによっ
て反射されて光学レンズ６３ｄに入射する光の光路に挿入される可視光カットフィルタ６
５と、可視光カットフィルタ６５を上記光路に挿入した状態と上記光路から除去した状態
とに移動させるフィルタ移動部（図示せず）と、原稿からの反射光像を上述した各反射ミ
ラーを介して電気的画像信号に変換するＣＣＤ素子６４上に結像させるための光学レンズ
６３ｄと、原稿からの反射光像を電気的画像信号に変換する上述したＣＣＤ素子（受光素
子）６４とを備えている。なお、光源６２は、可視光波長成分と赤外波長成分（近赤外波
長成分を含む）とを含む照射光を原稿に向けて照射するようになっている。
【００６５】
　なお、本実施形態では、ＣＣＤ素子６４として、受光感度のピーク波長が互いに異なる
複数種類のＣＣＤ素子を備えており、これら複数種類のＣＣＤ素子が原稿からの反射光を
受光して電気信号に変換した結果に基づいてこれら各ＣＣＤ素子の種類に対応する複数の
色成分からなる原稿画像データを生成するようになっている。具体的には、本実施形態で
は、ＣＣＤ素子６４として、受光波長のピーク波長がＲ（赤色）に対応する波長域に存在
し、Ｒに対応する波長域の光を受光して電気信号に変換するＲのＣＣＤ素子（赤色受光素
子）、受光波長のピーク波長がＧ（緑色）に対応する波長域に存在し、Ｇに対応する波長
域の光を受光して電気信号に変換するＧのＣＣＤ素子（緑色受光素子）、および受光波長
のピーク波長がＢ（青色）に対応する波長域に存在し、Ｂに対応する波長域の光を受光し
て電気信号に変換するＢのＣＣＤ素子（青色受光素子）を備えており、これら各ＣＣＤ素
子によって変換された電気信号に基づいてＲ，Ｇ，Ｂの色成分からなる原稿画像データを
生成するようになっている。
【００６６】
　また、上記のフィルタ移動部は、例えばモータ、ギア、カム等からなり、制御部４００
がこれら各部材の動作を制御することにより、可視光カットフィルタ６５を原稿からの反
射光の光路に挿入した状態と上記光路から除去した状態とに切り替えるようになっている
。なお、フィルタ移動部の構成は特に限定されるものではなく、可視光カットフィルタ６
５を光源６２から原稿で反射されてＣＣＤ素子６４に受光されるまでの光路に挿入した状
態と上記光路から除去した状態とに切り替えることができる構成であればよい。また、本
実施形態では、可視光カットフィルタ６５を第３反射ミラー５３ｃと光学レンズ６３ｄと
の間に挿入するものとしているが、これに限るものではなく、光源６２から原稿を介して
ＣＣＤ素子６４に入射するまでの光路中に挿入する構成であればよい。
【００６７】
　可視光カットフィルタ６５は、可視光を遮断し、赤外光（近赤外光）を透過するもので
あれば特に限定されるものではないが、例えば、富士フィルム社の光吸収・赤外透過フィ
ルター（ＩＲフィルター）（製品名）などを用いることができる。
【００６８】
　本実施形態では、７００ｎｍ以下の波長の光を遮断し、７００ｎｍを超える波長の光を
透過するフィルタを可視光カットフィルタ６５として用いた。ただし、可視光カットフィ
ルタ６５によって遮断される光の波長域はこれに限るものではない。人間の目に認識され
る波長の上限値（可視上限値）には個人差があり、例えば、ＪＩＳ Ｚ８１２０では可視
光の上限は７６０ｎｍ～８００ｎｍと規定されている一方、ＣＩＥＸＹＺにおいて光の分
光分布をＣＩＥＸＹＺ（ＣＩＥ（国際照明委員会）の標準表色系であるＸＹＺ表色系）に
変換する換算式では７００ｎｍ以上の波長の光に対する目の感度はほぼゼロに近似されて
いる。このため、可視光カットフィルタ６５を透過する光の波長域の下限値（透過下限値
）は、画像形成装置１０を利用することが想定されるユーザの視覚特性等を考慮して例え
ば７００ｎｍ以上８００ｎｍ以下の範囲内の所定値に設定すればよい。
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【００６９】
　なお、スキャナ制御部１０２に備えられる光源制御部１０３が光源６２のオン／オフを
制御し、走査制御部１０４が第１走査ユニット６０ａおよび第２走査ユニット６０ｂの原
稿載置台５１に沿った方向への移動（走行）を制御し、受光制御部１０５がＣＣＤ素子６
４の動作を制御し、フィルタ制御部１０６がフィルタ移動部の動作を制御するようになっ
ている。
【００７０】
　画像入力装置１００におけるＤＳＰＦ５２は、一端側に備えられるヒンジ部材（図示せ
ず）により原稿載置台５１に対して開閉できる構造になっている。そして、原稿載置台５
１に載置された原稿を読み取る場合、ユーザーが、ＤＳＰＦ５２を開いて原稿載置台５１
上に読取対象とする原稿を載置してＤＳＰＦ５２を閉じ、スキャナユニット５０によって
この原稿を読み取るようになっている。なお、画像入力装置１００はＤＳＰＦ５２の開閉
を検知する開閉検知センサ（図示せず）を備えている。
【００７１】
　また、画像入力装置１００は、原稿載置台５１に載置された原稿を読み取る場合、原稿
載置台５１の下面に沿ってスキャナユニット５０を移動させて原稿画像を読み取るように
構成されている。具体的には、走査制御部１０４が制御部４００からの指示に応じて、第
１走査ユニット６０ａを原稿載置台５１に沿って水平方向に一定速度Ｖで走行させ、第２
走査ユニット６０ｂをその速度Ｖに対してＶ／２の速度で同一方向に走行させる。これに
より、原稿載置台５１上に載置された原稿の画像を１ライン毎に順次ＣＣＤ素子６４へと
結像させて画像を読み取ることができる。
【００７２】
　図４（ｂ）は画像入力装置１００の断面図である。この図に示すように、画像入力装置
１００は、原稿載置台５１に対して上下の両方に光学系を備えている。すなわち、画像入
力装置１００は、原稿載置台５１の下方に備えられる上述したスキャナユニット（第１読
取光学部）５０と、原稿載置台５１の上方に備えられる第２読取光学部５３とを備えてい
る。第２読取光学部５３はＤＳＰＦ５２に固定されており、原稿載置台５１に対する相対
位置は一定である。なお、図４（ｂ）では、説明の便宜上、スキャナユニット５０のうち
第１走査ユニット６０ａのみを記載している。
【００７３】
　画像入力装置１００において両面自動原稿読み取りを行う場合には、スキャナユニット
５０を図４（ｂ）に示した位置（第１原稿読取位置）に移動させ、ＤＳＰＦ５２によって
搬送される原稿の両面をスキャナユニット５０および第２読取光学部５３によって同時に
読み取るようになっている。
【００７４】
　より詳細に説明すると、原稿を両面自動読み取りするときには、まず、ＤＳＰＦ５２の
原稿載置トレイ５４に載置された原稿を原稿載置検知センサ５５が検知し、それに応じて
画像入力装置１００の原稿搬送制御部１０１が原稿ストッパー５６を開放させ、給紙ロー
ラ５７、用紙ピックアップ爪５８、およびレジストローラ５９を駆動させて原稿を第１原
稿読取位置まで搬送させる。これにより、原稿はスキャナユニット５０の第１走査ユニッ
ト６０ａと第２読取光学部５３との間を通過し、スキャナ制御部１０２がＤＳＰＦ５２に
よる原稿搬送に応じたタイミングでスキャナユニット５０および第２読取光学部５３の動
作を制御することにより、原稿のおもて面および裏面が読み取られる。その後、読み取ら
れた原稿は排紙トレイ７４に排出される。原稿を片面自動読み取りする場合の動作は第２
読取光学部５３による原稿の裏面の読み取りを行わない以外は両面自動読取り時の動作と
同様である。
【００７５】
　また、ＤＳＰＦ５２では、原稿の搬送方向に沿って、レジストローラ５９の手前に備え
られたレジストローラ前センサ７１、第２読取光学部５３の手前に備えられた原稿先端検
知センサ７２、およびスキャナユニット５０の後に備えられた出紙センサ７３を設けてい
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る。
【００７６】
　また、ＤＳＰＦ５２には、図４（ｃ）に示すように、シェーディング補正のための基準
となる白板７５，７６が設けられている。図４（ｃ）はシェーディング補正時の画像入力
装置１００の動作を示す説明図である。
【００７７】
　白板７５は、原稿載置台５１の第１原稿読取位置におけるガラス下面に設けられている
。また、白板７６は、原稿載置台５１の第２原稿読取位置におけるガラス面の上方に設け
られている。なお、スキャナユニット５０は、シェーディング補正するときには第２原稿
読取位置に移動して白板７６を読み取るようになっている。スキャナユニット５０によっ
て白板７６を読み取った結果、および第２読取光学部５３によって白板７５を読み取った
結果は画像処理装置２００に送られ、後述するシェーディング補正部２０２におけるシェ
ーディング補正処理に用いられる。
【００７８】
　　（１－３．画像読取時の処理）
　次に、画像入力装置１００および画像処理装置２００における画像読取方法について、
図１に示すフロー図を参照しながら説明する。図１は画像入力装置１００および画像処理
装置２００における画像読取時の処理の流れを示すフロー図である。なお、ここでは、原
稿載置台５１上に載置された原稿を読み取る場合の処理について説明する。
【００７９】
　まず、制御部４００は、スキャナ制御部１０２を制御し、原稿からの反射光を、可視光
カットフィルタ６５を介して受光する赤外光スキャン処理（赤外光スキャン工程）を行わ
せ、近赤外光の画像データ（第１画像データ）Ｓ１を取得させる（Ｓ１）。具体的には、
フィルタ制御部１０６が制御部４００からの指示に応じてフィルタ移動部の駆動手段を制
御し、原稿からの反射光の光路に可視光カットフィルタ６５を挿入させる。また、走査制
御部１０４が第１走査ユニット６０ａおよび第２走査ユニット６０ｂを制御して原稿載置
台５１に対して平行な方向に走行させ、光源制御部１０３が光源６２を制御して原稿を照
射させ、受光制御部１０５がＣＣＤ素子６４を制御して原稿載置台５１上に載置された原
稿からの反射光を１ライン毎に順次受光させて電気信号（Ｒ，Ｇ，Ｂのアナログ信号（画
像データＳ１））に変換させ、画像処理装置２００に出力させる。なお、赤外光スキャン
処理においては、原稿全体を読み取るようにしてもよく、原稿上の一部の領域のみを読み
取るようにしてもよい。
【００８０】
　次に、制御部４００は、Ａ／Ｄ変換部２０１に画像データＳ１をＲ，Ｇ，Ｂのデジタル
信号に変換させ（Ｓ２）、シェーディング補正部２０２にシェーディング補正を行わせ（
Ｓ３）、領域分離処理部２０３に領域分離処理を行わせ（Ｓ４）、入力階調補正部２０４
に入力階調補正処理を行わせる（Ｓ５）。
【００８１】
　次に、制御部４００は、スキャナ制御部１０２を制御し、原稿からの反射光を、可視光
カットフィルタ６５を介さずに受光する可視光スキャン処理（可視光スキャン工程）を行
わせ、可視光および近赤外光の画像データ（第２画像データ）Ｓ２を取得させる（Ｓ６）
。具体的には、フィルタ制御部１０６が制御部４００からの指示に応じてフィルタ移動部
の駆動手段を制御し、原稿からの反射光の光路から可視光カットフィルタ６５を除去させ
る。また、走査制御部１０４が第１走査ユニット６０ａおよび第２走査ユニット６０ｂを
制御して原稿載置台５１に対して平行な方向に走行させ、光源制御部１０３が光源６２を
制御して原稿を照射させ、受光制御部１０５がＣＣＤ素子６４を制御して原稿載置台５１
上に載置された原稿からの反射光を１ライン毎に順次受光させて電気信号（Ｒ，Ｇ，Ｂの
アナログ信号（画像データＳ２））に変換させ、画像処理装置２００に出力させる。なお
、可視光スキャン処理では、原稿全体の画像データを取得する。
【００８２】
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　次に、制御部４００は、Ａ／Ｄ変換部２０１に画像データＳ２をＲ，Ｇ，Ｂのデジタル
信号に変換させ（Ｓ７）、シェーディング補正部２０２にシェーディング補正を行わせ（
Ｓ８）、領域分離処理部２０３に領域分離処理を行わせ（Ｓ９）、入力階調補正部２０４
に入力階調補正処理を行わせる（Ｓ１０）。
【００８３】
　次に、制御部４００は、色補正部２０５に、画像データＳ２の各画素における各色成分
の値から画像データＳ１における当該各成分についての１画素あたりの平均値を差し引く
処理（色補正処理、色補正工程）、および当該処理後の画像データをＲＧＢ色空間の画像
データからＣＭＹＫ色空間の画像データに変換する処理を行わせる（Ｓ１１）。
【００８４】
　具体的には、色補正部２０５は、まず、画像データＳ１における各画素の画素値の平均
値を算出する処理をＲ，Ｇ，Ｂの色成分毎に行う。次に、色補正部２０５は、画像データ
Ｓ２の各画素におけるＲ，Ｇ，Ｂの画素値から当該色成分についての上記平均値を減算す
る。そして、減算処理を行った後の画像データＳ２をＲＧＢ色空間の画像データからＣＭ
ＹＫ色空間の画像データに変換する。この変換処理の方法は特に限定されるものではなく
、従来から公知の方法を用いるこができる。例えば、予め設定されている色変換テーブル
を用いて変換処理を行ってもよい。
【００８５】
　その後、制御部４００は、空間フィルタ処理部２０６を制御してＣＭＹＫ色空間に変換
された画像データに対して領域識別信号に応じた空間フィルタ処理を行わせ（Ｓ１２）、
拡大縮小処理部２０７を制御してユーザーからの指示入力に応じたサイズになるように拡
大処理または縮小処理を施させ（Ｓ１３）、中間調処理部２０８を制御して領域識別信号
に応じた中間調処理を施させ（Ｓ１４）、中間調処理が施されたＣＭＹＫ色空間の画像デ
ータを画像出力装置３００に出力させて処理を終了する。
【００８６】
　以上のように、本実施形態では、光源から照射して原稿で反射した光を可視光カットフ
ィルタを介してＲ，Ｇ，Ｂの各受光素子で受光する赤外光スキャン処理と、光源から照射
して原稿で反射した光を可視光カットフィルタを介さずにＲ，Ｇ，Ｂの各受光素子で受光
する可視光スキャン処理とを行い、赤外光スキャン処理で取得した赤外波長成分の光の受
光結果に対応する画像データＳ１における１画素あたりの画素値の平均値をＲ，Ｇ，Ｂの
色成分毎に算出し、第２スキャンで取得した可視光波長成分および赤外波長成分の光の受
光結果に対応する画像データＳ２の各画素におけるＲ，Ｇ，Ｂの各画素値から当該色成分
についての上記平均値を減算する。
【００８７】
　これにより、第２スキャンで取得した画像データＳ２から人間の目には視認されない（
あるいは視認されにくい）近赤外波長の光の影響を除去することができる。したがって、
原稿の用紙の種類によらず、人間の目に感じられる原稿の色味により近い原稿画像データ
を取得することができる。
【００８８】
　なお、原稿による近赤外光の反射特性は、一般に、原稿の用紙の種別に依存し、原稿上
の画像を形成する色材（インク、トナー等）にはほとんど依存しない。このため、赤外光
スキャン処理では、必ずしも原稿全体の画像データを取得する必要はなく、原稿の一部の
みの画像データを取得し、それに基づいて１画素あたりの近赤外光の受光量の平均値を算
出するようにしてもよい。また、赤外光スキャン処理にて原稿の一部のみの画像データを
取得する場合、上述したように色材の影響はほとんどないので、原稿上の任意の領域（画
像が形成されている領域であってもよい）の画像データを取得すればよい。赤外光スキャ
ン処理における原稿の読み取り範囲を原稿の一部のみとすることにより、赤外光スキャン
処理および画素値の平均値を算出する処理に要する時間を短縮するとともに、平均値の算
出にかかる演算負荷を軽減できる。
【００８９】
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　また、本実施形態では、まず赤外光スキャン処理を行い、その後に可視光スキャン処理
行っているが、これに限るものではない。すなわち、可視光スキャン処理を先に行って画
像データＳ２を取得し、その後に赤外光スキャン処理を行って画像データＳ１を取得する
ようにしてもよい。
【００９０】
　また、本実施形態では、赤外光スキャン処理によって取得した画像データＳ１に基づい
て１画素あたりの画素値の平均値を原稿全体について一律に算出しているが、これに限る
ものではない。例えば、赤外光スキャン処理による原稿の読み取り範囲を原稿全体とし、
領域分離処理によって分類された各領域について、領域毎に１画素あたりの画素値の平均
値を算出し、画像データＳ２の各領域に含まれる各画素から当該領域に対応する上記平均
値を減算するようにしてもよい。なお、この場合に参照する領域分離処理結果は、画像デ
ータＳ１に対する領域分離処理結果であってもよく、画像データＳ２に対する領域分離処
理結果であってもよい。
【００９１】
　また、可視光スキャン処理を先に行う場合、この画像データＳ２に対する領域分離処理
の結果に応じて第２スキャン処理において読み取る原稿上の領域を設定するようにしても
よい。
【００９２】
　例えば、制御部４００が、可視光スキャン処理によって取得した画像データＳ２に対す
る領域分離処理によって分類された各領域について、当該各領域内の一部または全部をそ
れぞれ赤外光スキャン処理における読み取り範囲に設定するようにしてもよい。また、こ
の場合、赤外光スキャン処理によって取得した画像データＳ1に基づいて上記領域毎に１
画素あたりの画素値の平均値を算出し、画像データＳ２の各領域における各画素から当該
領域に対応する上記平均値を減算するようにしてもよい。これにより、用紙の一部に種別
の異なる用紙が貼り付けられた原稿（例えば、文書が記載された用紙の一部に写真等の種
別の異なる用紙が貼り付けられた原稿）を読み取る場合であっても、原稿上の領域毎に近
赤外光の影響を除去する処理を施すことができるので、人間の目に感じられる原稿の色味
により近い原稿画像データを取得することができる。
【００９３】
　また、制御部４００が、可視光スキャン処理によって取得した画像データＳ２に対する
領域分離結果に応じて原稿上に所定の種別の領域である特定種別領域（例えば印画紙写真
領域）が存在するか否かを判断し、特定種別領域の少なくとも一部と、特領種別領域以外
の領域の少なくとも一部とを赤外光スキャン処理の読み取り範囲として設定するようにし
てもよい。この場合、制御部４００が、上記特定種別領域および特定種別領域以外の領域
のそれぞれについて１画素あたりの画素値の平均値を算出し、画像データＳ２の各領域に
おける各画素から当該領域に対応する上記平均値を減算するようにすればよい。これによ
り、用紙の一部に所定の種別の用紙が貼り付けられた原稿（例えば、文書が記載された用
紙の一部に写真等の種別の異なる用紙が貼り付けられた原稿）を読み取る場合であっても
、原稿上の領域毎に近赤外光の影響を除去する処理を施すことができる。
【００９４】
　また、本実施形態では、画像データＳ２におけるＲ，Ｇ，Ｂの各色成分を画像データＳ
１に基づいて色補正する構成について説明したが、これに限るものではない。例えば、画
像データＳ２の各画素における少なくともＲの色成分を画像データＳ１におけるＲの色成
分についての１画素当たりの平均値に基づいて色補正するようにしてもよい。
【００９５】
　Ｒ、Ｇ、Ｂの受光素子をそれぞれ備える構成では、一般に、Ｒの受光素子における赤外
波長域の光の感度特性がＧ，Ｂの受光素子における赤外波長域の光の感度特性よりも高い
。このため、少なくとも画像データＳ２におけるＲの色成分を画像データＳ１に基づいて
補正することにより、画像データＳ２から人間の目には視認されない（あるいは視認され
にくい）赤外波長の光の影響を除去または低減できる。
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【００９６】
　また、本実施形態では、本発明を原稿画像データに応じた画像を記録材上に形成する画
像形成装置（画像データ出力処理装置）１０に適用する場合の実施例について説明したが
、本発明の適用対象はこれに限るものではない。例えば、画像入力装置１００と画像処理
装置２００とを備えた画像読取装置に適用してもよい。また、画像入力装置１００が原稿
から読み取って画像処理装置２００が画像処理を施した原稿画像データを各種ネットワー
クを介して他の装置に送信（例えばファクシミリ送信、scan-to-email送信など）する画
像送信処理や、上記原稿画像データを所定の保存先に保存するファイリング処理、上記原
稿画像データに応じた画像を表示装置に表示させる表示処理などの画像データ出力処理を
行う画像データ出力処理装置に適用してもよい。
【００９７】
　なお、上記実施形態において図３に示した画像形成装置１０に備えられる各部（各ブロ
ック）を、ＣＰＵ等のプロセッサを用いてソフトウェアによって実現してもよい。この場
合、画像形成装置１０は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ（ce
ntral processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）、上
記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよび各種デ
ータを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明の目
的は、上述した機能を実現するソフトウェアである画像形成装置１０の制御プログラムの
プログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）を
コンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、画像形成装置１０に供給し、そのコ
ンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されているプログラムコードを読
み出し実行することによって達成される。
【００９８】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【００９９】
　また、画像形成装置１０を通信ネットワークと接続可能に構成し、通信ネットワークを
介して上記プログラムコードを供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限
定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳ
ＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網
、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝
送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケ
ーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外
線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回
線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコ
ードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形
態でも実現され得る。
【０１００】
　また、画像形成装置１０の各ブロックは、ソフトウェアを用いて実現されるものに限ら
ず、ハードウェアロジックによって構成されるものであってもよく、処理の一部を行うハ
ードウェアと当該ハードウェアの制御や残余の処理を行うソフトウェアを実行する演算手
段とを組み合わせたものであってもよい。
【０１０１】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
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【０１０２】
　本発明は、原稿を読み取って原稿の画像データを取得する画像読取装置に適用できる。
【符号の説明】
【０１０３】
１０　　画像形成装置（画像読取装置、画像データ出力処理装置）
５０　　スキャナユニット
５１　　原稿載置台
６２　　光源（光源部）
６４　　ＣＣＤ素子（受光素子、受光部）
６５　　可視光カットフィルタ
１００　画像入力装置
１０２　スキャナ制御部
１０３　光源制御部
１０４　走査制御部
１０５　受光制御部
１０６　フィルタ制御部
２００　画像処理装置
２０３　領域分離処理部
２０５　色補正部
３００　画像出力装置（画像出力部）
４００　制御部

【図１】 【図２】
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